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首都機能のバックアップ研究会について

企画部総合政策室

１ 設置目的

各種機能が集中する首都が抱える震災リスクは、行政・企業活動にとってのみな

らず、国家の存立、国民の安全・安心の確保の面からも極めて大きな問題となって

いる。特に、今回の東日本大震災を契機として、首都機能の分散化やバックアップ

機能の構築などによる震災リスク対策が喫緊の課題であり、そうした議論や動きが

出てきている。

こうした現状を踏まえて、首都機能（行政・企業）のバックアップ機能を本県に

誘致するに当たって、首都東京から１００キロ圏に位置し、地震を含めて自然災害

が少ない、本県の立地や優位性等の立地条件の検証をはじめとして、今後の誘致活

動に資する調査等を行うため、企画会議に「首都機能のバックアップ研究会」を設

置した。

２ 主な役割

（調査・検討）

・企業、行政のバックアップ機能の現状調査

・群馬県の優位性の検証

・今後の取組の方向性の検討

（バックアップ機能誘致協議会との調整）

・誘致協議会構成機関との調整

・誘致協議会提供資料の作成

３ 主な構成員（係長級）

部 局 所 属

総務部 総務課、危機管理室

企画部 企画課、企画課科学技術振興室、総合政策室、地域政策課
東京事務所

生活文化部 県民生活課

健康福祉部 健康福祉課

環境森林部 環境政策課

農政部 農政課

産業経済部 産業政策課、産業政策課企業誘致推進室、商政課、工業振興課

県土整備部 監理課、建設企画課、交通政策課、道路整備課、都市計画課

企業局 総務課、団地課

教育委員会 総務課


